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暑さ・寒さを防げない住宅で暮らす人は、 

抑うつ傾向の割合が1.57倍高い 
 

 日本の住宅の9割以上は世界保健機関(WHO)の推奨する冬の最低室温18℃以上を満たしてお

らず、断熱性能の低い住宅が多いことがわかっています。住宅の暑さや寒さは、循環器疾患、呼吸

器疾患、睡眠障害の増加など、様々な健康被害につながることが報告されている一方で、これまで

精神保健との関連は十分に検討されていませんでした。そこで本研究は、住宅の温熱環境と抑うつ

傾向との関連を明らかにすることを目的としました。 

東北大学医学部医学科の大学生 岩田真歩、東北大学大学院歯学研究科国際歯科保健学分

野の小坂健教授、歯学イノベーションリエゾンセンターデータサイエンス部門の竹内研時特命教授ら

の研究グループは、65歳以上の高齢者約1万7千人を対象とした一時点の調査データを分析しまし

た。統計解析により、暑さ・寒さを防げる住宅で暮らす人と比べ、暑さ・寒さを防げない住宅で暮らす

人では、抑うつ傾向の割合が1.57倍高いことが明らかになりました。本研究結果から、断熱材の設置

など、住宅の温熱環境の改善が、うつ病の予防につながる可能性が示唆されました。 

本研究成果は、2025年8月22日に「Scientific Reports」に掲載されました。 

お問合せ先： 東北大学大学院 歯学研究科 歯学イノベーションリエゾンセンターデータサイエンス部門 

 特命教授 竹内研時 kenji.takeuchi.c4@tohoku.ac.jp 

 

 
図：暑さ・寒さを防げない住宅で暮らす人の、抑うつ傾向の存在率比 

（基準 (1.0)： 暑さ・寒さを防げる住宅で暮らす人） 
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*： p<0.05 (統計的に意味のある関連) 



              

 

■背景 

 日本の住宅の9割以上は世界保健機関(WHO)の推奨する冬の最低室温18℃以上を満たしておらず、断熱性能

の低い住宅が多いことがわかっています。これまでの先行研究で、住宅の暑さや寒さは循環器疾患や呼吸器疾

患、睡眠障害の増加、QOL(生活の質)の低下など、様々な健康被害につながることが報告されています。しかし、

住宅の温熱環境、特に住宅の暑さと、うつ病などの精神疾患の関連はこれまでほとんど検討されていませんでした。

そこで、本研究は、地域在住高齢者において、住宅の温熱環境と抑うつ傾向との関連を明らかにすることを目的とし

ました。 

 

■対象と方法 

本研究は、日本老年学的評価研究機構(JAGES)の2022年調査に回答した71自治体における65歳以上の地

域在住高齢者を対象としました。解析には、同意が得られなかった者、不適切回答者、普段の生活で介護・介助の

必要がある者、住環境と抑うつ傾向に関する質問に未回答の者を除外しました。 

住宅については、暑さ・寒さを防げる環境であるかどうかを尋ね、抑うつ傾向については、高齢者うつ尺度※を用い

て評価し、5点以上を抑うつ傾向と定義しました。分析に際しては、年齢、性別、BMI、教育歴、等価収入、財産、婚

姻状況、独居、就労状況、外出頻度、社会参加、住宅種別、主観的認知機能低下、運動時間、飲酒、喫煙、他

の疾患の有無、省エネルギー基準の地域区分、居住年数の影響を取り除きました。感度分析として、地域別での

解析を行いました。 

※「高齢者うつ尺度 （Geriatric Depression Scale 15; GDS-15）」とは15の質問項目に「はい」「いいえ」で答えても

らう自記式検査法（高齢者のうつ症状の有無や重症度の評価としてよく用いられる） 

 

■結果 

 対象者17,491名 (平均年齢；74.5±6.1、男性：49.4%） のうち、暑さや寒さが防げない住宅の居住人は5.1%、

抑うつ傾向のある人は22.8%でした。統計解析により他の要因の影響を考慮した結果、暑さ・寒さを防げる住宅で暮

らす人と比較し、暑さ・寒さを防げない住宅で暮らす人では、抑うつ傾向である可能性が1.57倍 (95%信頼区間：

1.45-1.71) 高いことがわかりました。地域別で解析した結果、北海道以外の全ての地域で住宅の暑さ・寒さと抑う

つ傾向の統計学的に意味のある関連が見られました。 

 

■結論  

住宅の温熱環境は、抑うつ傾向と関連していました。北海道以外の全ての地域で住宅の温熱環境と抑うつ傾向

の統計学的に意味のある関連が見られ、寒さだけでなく暑さも抑うつ傾向と関連する可能性が示唆されました。 

 

■本研究の意義 

 本研究結果より、断熱材の設置など、住宅の温熱環境の改善が、高齢者のうつ病の予防に繋がる可能性が示唆

されました。 
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注：本研究成果の「結果」や「関連」は「統計的に意味のある結果や関連」を示します。これは、分析結果が偶然に

得られた可能性が5%未満であることを意味します。 

 

 

 

 


